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《研究室紹介》
土地経済論研究室
田 畑 保
農業に とって 上地は最 も基礎的な生産要素であ り,t地 経済論(LandEconomics)は,農業
経済学の研究分野の重要な 一角 を構成す る。 ア メリカではL地 経済論(学)を 冠 した講座 ない し
は関連の講座がかな り早 くか ら多 くの農学部に設け られてい るが,日 本では管 見するか ぎ り我が
明治大学農学部以外 見かけ ないよ うである。 口本農業においては土地問題が とりわけ重要な位置
を占めているが故に敢 えて設けられなか ったとみるべ きであろ うか。
土地経済論は,⊥ 地 の所有と利用をめ ぐる経済的 ・制度的問題を主な研究対 象 とするが,当 研
究室 では,日 本農業の十地 問題 に焦点 をあて,① 土地利用をめ ぐる非農業 と農業 との衝突 とそれ
が農業に及ぼす影響の問題,② 農業的上地利用におけ る所 有と利用 との調整の問題,日 本農業 の
零細農耕のIlt場の道筋をどう考えるかの問題,③ 中山間地域での耕作放棄の多発等で近年大 きな
問題 となってい る農地管理のあ り方の問題,等 の解明を主な研究課題 としている。
これ らを もう少 し敷術 しておけば,① は,農 業の土地問題を広 く経済成長や 資本蓄積のあ り方
との関連で考 えていこ うとするときに問題 となって こざるをえない点である。② のとくに零細農
耕 のII揚は,日 本農業に とっての歴史的な課題であ り,それ をどうい う道筋で考えてい くか,個
別経営に よる零細地片の集積,借 地型大規模経営の形成の方 向を主体に して考えてい くか,地 域
営農集団等をベ…スと した 日本型農場制農業実現の 方向で考 えるか。 これ については,既 に様 々
な議論が展開 され てい るが,そ の解明は農業 の現場に とっても,政 策論的 に も21世紀 におけ る
日本農業 の存続のR∫能性如何 ともかかわ る重要な課題 であ る。(3)は1980年代後半か ら中山間地
域 問題 とい う形 で クローズア ップされ るようになったことの'つ であるが,そ れは 日本農業,と
くに中山間地域 での農業 ・農村の存在意義を どう考えるか,と い う問題 とも深 く関わ っている。
このように当研究室 の課題は 日本農業の土地問題に限定 した として もかな り広範囲に及ぶ。私
が この研究室を担 当す るよ うにな って まだ1年 に満た ないが,私 が これ まで取 り組んで きた課
題 とも重ねながら,今 後当研究室で取 り組 もうとしている課題について述べさせて頂いた。
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